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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント：

 

本研究課題はMOFの空間を利用した反応場による高分子の設計・合成技術の構築を目指すもので、合

成された高分子材料の物性向上の定量化、PEG単離技術としての可能性の明確化を目的として研究期間

を１年延長したものである。 

ネットワーク型ポリスチレンの特異物性発現は想定を上回るものであり、MOFという反応場を高分子

合成に応用することの有用性を示すものである。現状では合成後、MOFを除去する必要があり、さらに

触媒反応化すべきであるが、MOFの産業応用上の重要な課題であり、是非成功させていただきたい。ま

た、混合物からのPEGの単離については、予想以上の結果が得られている。末端基の種類による拡散速

度の違いや分子量の違いを利用する分離技術は、今後いろいろな用途展開が期待できるものであり、ま

た環状オリゴマーの分離も応用展開が期待される。研究代表者はサイエンス志向が強い方であるが、こ

の一年は学術的な成果の中にも比較的短期間でテクノロジーに応用・発展できるということを実体験さ

れたのではないかと思う。今後もサイエンス志向を貫きつつ、イノベーションに繋がるテクノロジーも

意識していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A  優れている 


